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私たち、日本の新たな木質ペレットバイオマス市場の供給地である米国の17のNGO

は、森林由来の木質ペレットバイオマスを「電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達

に関する特別措置法」から除外し、森林を燃料とする再生可能エネルギーへの直接的・間接的

な補助金を廃止するよう日本政府に求めます。私たちは、世界最大の木質ペレット生産地であ

る地域にくらし、その生産と消費が気候、森林、コミュニティに悪影響を及ぼすことを見てき

ました。木質ペレットのバイオマスを「再生可能エネルギー」の名の下で生産消費することは

グリーンウォッシュに他なりません。 
米国南部はエンビバ・パートナーズ社の木質ペレット生産の主要な原料供給地であり、

同社はFIT制度のインセンティブにより住友商事を含む日本企業に木質ペレットを大量に供給し
ています。Dogwood Alliance（ドッグウッド・アライアンス）の現地調査は、木質ペレットバ
イオマス産業がペレットを天然林から調達している様子を詳細に描きだしました。多くの現地

調査により、エンビバ社がペレット製造のために、丸太全体を利用するとともに、天然林の伐

採に関わっていることを明らかにしました1。これは、エンビバ社が事業を展開している地域に
おいて責任ある行動をとることができていないことを示しています。持続可能性の保証を与え

られたことにより、グリーンウォッシュをしているのです。 
エンビバ社の工場の多くはノースカロライナ州で操業しています。ノースカロライナ州

政府は最近、独自のクリーンエネルギー計画の中で、ノースカロライナ州の森林を外国市場で

大規模に利用することは「国内・国際的なレベルで再検討されるべきだ」と述べており、公式

文書では、木質ペレット産業が伐採、加工、輸送を通じて同州の炭素排出量を増加させている

ことを明確に認めています2。ノースカロライナ州のこれらの発言は、バイオマスエネルギーの
生産と消費は有害であり、将来的には州がバイオマスエネルギー施設の操業を制限する措置を

取る可能性があるということを示しています。 
木質ペレットの生産と消費による炭素排出についても深刻な懸念があります。木質ペ

レットバイオマスは炭素排出量が大きいため、気候変動への効果的な緩和策にはならない、と

いう科学的なコンセンサスが形成されてきています。したがって、再生可能エネルギーの目標

を達成するために木質ペレットをバイオマス発電に利用することには大きなリスクがあると言

えます。科学者は、木材の原料（パルプ、全木等）に関係なく、木材を使ってペレットを製造

すると、数十年から数世紀にわたって大気中の炭素が増加すると示しています。3 
 
木質ペレットバイオマス産業は、すでに森林資源が過剰に利用されている地域にさらな

る負荷を与えています。米国南部の森林面積は世界全体のわずか2%にすぎませんが、世界の丸
太の12%、パルプ・紙製品の19%を生産しています4。言い換えれば、米国南部の木材製品産業

1 https://www.dogwoodalliance.org/2019/10/uncovering-the-truth-investigating-the-destruction-of-precious-forests/ 

2  North Carolina Clean Energy Plan: Transitioning to a 21st Century Electricity System (2019) 
https://files.nc.gov/governor/documents/files/NC_Clean_Energy_Plan_OCT_2019_.pdf 
3 Booth MS. Not carbon neutral: Assessing the net emissions impact of residues burned for bioenergy. Environ Res Lett. 2018;13: 035001. 

doi:10.1088/1748-9326/aaac88 

4 https://usfs.maps.arcgis.com/apps/MapSeries/index.html?appid=7f8429df087e4c86951a7e69d93207a7 

https://files.nc.gov/governor/documents/files/NC_Clean_Energy_Plan_OCT_2019_.pdf
https://usfs.maps.arcgis.com/apps/MapSeries/index.html?appid=7f8429df087e4c86951a7e69d93207a7


は、世界のどの森林よりも生産性が高いということになります。米国南部における工業規模の

木質ペレットバイオマス生産は、木質ペレットが低品質の木材製品であるために、より多くの

森林伐採を引き起こしています。かつては経済的価値のなかった森林が、木質ペレット産業の

急成長によって伐採され、利益を生むようになったのです。 
米国南部の森林は、南米の熱帯雨林が伐採される速度の4倍ものスピードで伐採されて

います。さらに、木質ペレットのために皆伐が行われることは、従来の伐採方法よりもはるか

に多くの木質繊維の除去をもたらします。これは、炭素貯蔵や、生態系サービス、および野生

生物にさらなる悪影響を及ぼします。5 
エンビバ社が主導する木質ペレットバイオマス産業は、洪水などの気候変動影響に対す

るレリジリエンスへの影響だけでなく、大気や水質などコミュニティ全体に直接の影響を及ぼ

します。研究によると、木質ペレットバイオマス産業は、何百万トンもの温室効果ガスの排出

に繋がるだけでなく、喘息や心臓発作を引き起こす可能性のある何トンもの粉塵や、発癌物質

やスモッグを形成する汚染物質も排出しています6。このような影響は、主に非白人人口が多
く、貧困レベルの中央値を超えているコミュニティで起きています7。工場から1~3 km以内に
住む地域住民は、日々目に見える形のチリや埃に覆われて生活しているのです。8 

米国南部の森林は、樹木や土壌に大量の炭素を蓄積し、洪水や嵐といった災害の影響か

らコミュニティを守っており、気候変動対策に重要な役割を果たしています。気候変動に関連

した大規模な洪水は、何年にもわたって甚大な被害をもたらしており、その経済コストは数百

億ドルに上ると推定されています。9エンビバ社のような木質ペレット企業がクリーンエア法
（大気浄化法）のガイドラインや規則に従わないで操業を続けた場合、このような気候変動の

影響はさらに増幅します。10生きた森林を手付かずのままに残すことで、天然の洪水対策にな

るのです。 
日本政府の目標が発電における温室効果ガスの削減であるなら、再生可能エネルギーと

して木質ペレットを使用することは目的に合いません。木質ペレットバイオマスによる排出を

米国の土地利用・土地利用変化及び林業（LULUCF）部門の「責任」と仮定するのは難しいで
しょう。なぜなら、米国はパリ協定を採択しようとしていないし、京都議定書の締約国でもな

いからです。したがって、米国は日本で発電に使用される木質ペレットバイオマスからの

LULUCF排出量を国際的に計上しないことになります。そうなれば、木質ペレットバイオマス
による排出量がどこの会計にも計上されないということになるのです。温室効果ガスの排出を

削減しようとするならば、このような重大な抜け穴に頼るべきではありません。実際、温室効

果ガスは大気中に排出されており、文書上だけから消えてしまっているのです。気候変動に関

する政府間パネル (IPCC) は、科学者や市民とともに、木質ペレットのバイオマスをカーボン
ニュートラルとして計算することについて、「バイオエネルギーのためのバイオマスの生産と

利用は、土地劣化のリスク、温室効果ガス排出、およびその他の環境開発目標について、マイ

ナスの影響を与えうる。」と警告しました。11 

5 https://www.nature.com/articles/srep15991 

6  https://www.lung.org/assets/documents/advocacy-archive/health-organizations-letter-biomass.pdf 

7 https://www.liebertpub.com/doi/10.1089/env.2017.0025 

8  https://burnedthemovie.com/the-film/ 

9  https://www.cnbc.com/2018/09/17/moodys-hurricane-florence-damage-estimated-at-17-to-22-billion.html 
10 https://environmentalintegrity.org/wp-content/uploads/2017/02/Biomass-Report.pdf 

11 Special Report on Climate Change and Land — IPCC site. In: IPCC [Internet]. 2019 [cited 30 Apr 2020]. Available: 
https://www.ipcc.ch/srccl/ 
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我々は、日本政府が気候変動の解決策を模索していることを称賛いたします。しかし、

私たちが住むコミュニティのすぐそばで行われている木質ペレット産業を目撃する中で、森林

を燃料として燃やすことを促進する政策は間違っているとわかりました。電気のために木を燃

やすと大気中により多くの炭素が放出されます。つまりクリーンエネルギーへの道を進むので

はなく、後退していくことになります。我々は、日本に対し、再生可能エネルギーの定義及び
「電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法」から木質ペレット森

林系バイオマスを除外することを求めます。 
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